
数学数学 NO.NO.４２４２
〈解答〉

1　⑴　 a＝ １
２  　　⑵　y＝x ＋ 4 　　⑶　①　－ １

２ t２ ＋ t ＋ 4 　　②　（－ 4
３ ， ８

３ ）

2　⑴　ア　対頂角　　イ　ＣＯＦ　　ウ　それぞれの中点で交わる
　　⑵　∠ x＝79°

　　⑶　 ３
２0倍

配点　2⑴各 １ 点，他各 ２ 点　１5点満点

〈解説〉
1　⑴　点Ａ（ 4 ， ８ ）より，関数㋐の式である y＝ax２ に x＝ 4 ，y ＝ ８ を代入して，
　　　　　 ８ ＝a ×4２

　　　　 １6 a＝ ８ より，a＝ １
２

　　⑵　点Ｂの x 座標は－ ２ なので，関数㋐の式であるy＝ １
２ x２ に x＝－ ２ を代入して，

　　　　　y＝ １
２ ×（－ ２ ）２＝ ２

　　　関数㋑のグラフはA（ 4 ， ８ ），B（－ ２ ， ２ ）を通るので，その傾きは，

　　　　　 ８ － ２
4 －（－ ２ ）＝ １

　　　関数㋑の式を y＝  x ＋ b とおき，点Ａを通ることからx＝ 4 ，y＝ ８ を代入して，
　　　　　 ８ ＝ 4 ＋ b より，b＝ 4
　　　したがって，関数㋑の式は y＝  x ＋ 4
　　⑶　①　点Ｐ，Ｑ，Ｈの x 座標は t なので，
　　　　　点Ｐの y 座標は，関数㋑の式より y＝  t ＋ 4 と表され，
　　　　　　　ＰＨ＝  t ＋ 4

　　　　　点Ｑの y 座標は，関数㋐の式より y＝ １
２ t２ と表され，

　　　　　　　ＱＨ＝ １
２ t２

　　　　　よって，
　　　　　　　ＰＱ＝ＰＨ－ＱＨ

　　　　　　　　  ＝  t＋ 4 － １
２ t２＝－ １

２ t２＋ t ＋ 4

　　　　②　ＰＱ：ＱＨ＝ ２  ： １ より，



　　　　　　　（－ １
２ t２＋ t ＋ 4 ）： １

２ t２＝ ２ ： １

　　　　　　　　　　　　　　　　　t２＝－ １
２ t２＋ t ＋ 4

　　　　　　　　　　　　 ３
２ t２－ t － 4 ＝ 0

　　　　　　　　　　　   ３ t２－ ２ t－ ８ ＝ 0

　　　　　　　 t＝ －（－ ２ ）±√（－ ２ ）２－ 4 × ３ ×（－ ８ ）
２ × ３

　　　　　　　  ＝ ２ ±√4 ＋96
6

　　　　　　　  ＝ ２ ±√１00
6

　　　　　　　  ＝ ２ ±１0
6  

　　　　　　　 t＝ ２ ＋１0
6 ＝ ２ ，　t ＝ ２ －１0

6 ＝－ 4
３

　　　　　　　　　－ ２ ＜ t ＜ 0 なので，t＝－ 4
３  

　　　　　よって，点Ｐの y 座標は t＋ 4 ＝－ 4
３ ＋ 4 ＝ ８

３

　　　　　したがって，点Ｐ（－ 4
３ ， ８

３ ）

2　⑴　〔証明〕
　　　△ＡＯＥと△ＣＯＦにおいて，
　　　　　点Ｏは長方形の対角線の交点なので，
　　　　　　　　ＡＯ＝ＣＯ         …①
　　　　　ＡＤ//ＢＣより，平行線の錯角は等しいので，
　　　　　　　　∠ＯＡＥ＝∠ＯＣＦ      …②
　　　　　  ア　対頂角  は等しいので，
　　　　　　　　∠ＡＯＥ＝∠  イ　COF     …③
　　　　　①，②，③より， １ 組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので，
　　　　　　　△ＡＯＥ≡△ＣＯＦ
　　　　　　合同な図形の対応する辺は等しいので，
　　　　　　　　ＥＯ＝ＦＯ         …④
　　　　　①，④より，
　　　　　　　対角線が  ウ　それぞれの中点で交わる  ので，
　　　　　　　四角形ＡＥＣＦは平行四辺形である。
　　⑵　点Ｏは長方形ＡＢＣＤの対角線の交点だから，
　　　　　ＡＯ＝ＤＯ



　　　よって，△ＯＡＤは二等辺三角形となり，
　　　　　∠ＯＤＡ＝∠ＯＡＤ＝３6°
　　　△ＯＡＤの内角と外角の関係より，
　　　　　∠ＡＯＧ＝３6°× ２ ＝7２°　　…Ⅰ
　　　 ⑴より四角形ＡＥＣＦは平行四辺形だから，ＡＦ//ＥＣであり，平行線の錯角は等しい

から，
　　　　　∠ＯＡＦ＝∠ＯＣＥ＝２9°　…Ⅱ
　　　Ⅰ，Ⅱと△ＯＡＧの内角より，
　　　　　∠ x ＝∠ＡＧＯ＝１８0°－ 7２°－ ２9°＝ 79°
　　⑶　ＢＧ：ＧＤ＝ １ ： 4 より，ＢＧ＝  d，ＧＤ＝ 4  d とすると，下の図より，

　　　　ＢＤ＝  d ＋ 4  d ＝ 5  d

　　　　ＢＯ＝DＯ＝ １
２ ×ＢＤ＝ １

２ × 5  d ＝ 5
２ d

　　　　ＧＯ＝ＢＯ－ＢＧ＝ 5
２ d － d ＝ ３

２ d

　　　よって，

　　　　ＢＧ：ＧＯ：ＤＯ＝  d： ３
２ d： 5

２ d ＝ ２ ： ３ ： 5

　　　　△ＡＢＧ：△ＡＧＯ：△ＡＯＤ＝ＢＧ：ＧＯ：ＤＯ
　　　　　　　　　　　　　　　  ＝ ２ ： ３ ： 5
　　　長方形ＡＢＣＤの面積を S とすると，

　　　　△ＡＢＤ＝ １
２ × S ＝ １

２ S

　　　したがって，

　　　　△ＡＧＯ＝△ＡＢＤ× ３
２ ＋ ３ ＋ 5

　　　　　　　 ＝ １
２ S × ３

１0 ＝ ３
２0 S

　　　よって， ３
２0倍


